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支持脚同数梱包

（別売）

（緩み止めビス）
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デッキ材の組合せ方

ベース材のジョイント部分の凸部と
凹部を合わせて連結します。
（ジョイントはきつめに設定されています。）

1

全体的にガタつきがない
ように高さを調整した後、
化粧板をベース板に取付
け、あて板をして木づちで
たたいてはめ込みます。

3支持脚ゆるみ止め

床レベル調整後ゆるみ止め
のためのビスを、支持脚脳
天からプラスドライバーで
ビス止め

2

デッキ材が水平でなかったり、ガタついてたら…
●支持脚の高さ調整を再度行ってください。
●適切な部分に支持脚が取付けてあるか確認してください。
●支持脚をベース材にしっかりはめ込んでください。
●化粧材とベース材をしっかりはめ込んでください。木づち

用意する道具
必要な面積に応じてお買い
求めください。
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デッキ材の寸法

ベース材の切断が必要な場合

オプション

 スペーサーK

デッキ材の高さに合わせて支持脚を選びます。

支持脚S

支持脚L

下図を参考にして剛性のとれる位置に追加してください。

スペーサーKにもS、Lがあり、高さ調整については支持脚同様とします。
また、台座についても加えていくことが可能です。




